




家の一人である｡ オケゲム以前の作品で演奏会に取り上げられている作品 (２) の
ほとんどは, M.マショー (３) とＪ.ダンスタブル (４) の作品だけであると言って
も過言ではない｡ 一方オケゲムの旋律は長いメリスマ (５) で書かれ実に美しい流
れを持っている｡ しかしながら, 一般に演奏される機会は極僅かしかない (６) の
は何故なのか｡
オケゲム作品の中にソールズベリー聖歌の１節を定旋律とし使用しているミサ
｢カプト｣ (７) という曲がある｡ この曲の楽譜はアメリカ・ハンガリー・スイス・
ドイツの４社 (８) から出版されている｡ 楽譜は出版されていないが演奏者の解釈
で校訂された演奏CD (９) の出版もある｡ それらの楽譜・音源を比較検討した｡
その結果, 出版社または編者によりムジカ・フィクタ (10) の扱い方に違いが認め






中世の写本から, 全５章の全４パート (12) の校訂を試みた｡
古楽学者等により, 音程・音価は全て解読されている｡ 写本図［譜１］は第２
章 ｢GLORIA｣ (13) の前半である｡ この部分のソプラノ (左上の部分) の歌詞は
｢ミサ通常文 (資料１)｣ の第２行 (14) から第７行までの40単語全てが記されてい













［譜１］ ミサ ｢カプト｣ 第２章 ｢GLORIA｣ の写本
｢Renaissace Music in Facsimile Vol.22｣ (Garland Publishing) より
１. ｢KYRIE｣ の校訂
まず, ミサ冒頭の ｢KYRIE｣ のソプラノパートは写本では［譜２］のようにハ
音譜表の五線譜に四角や菱形の定量譜で表されている｡ 左の大きな飾り文字は最
初の歌詞 Kyrieの頭文字 K である｡ これを現代の記譜法に書き直す｡ つまり,
当時の四角や菱形の音符から現代の丸い音符に移し, ハ音譜表をト音譜表に書き
直すと［譜３］(15) のようになる｡
歌詞は冒頭に Kyrieとあり, ３段目ほぼ中央に eleisonとある｡ その先の歌詞
Christeの前までが最初の大きな段落である｡ この間に75個の音符が並んでいる｡
冒頭に歌詞が Kyrieと記されているが, ３音節 Ky－ri－eをどの音符に割り振り
歌うのかが写本にはまったく示されていない｡ この段落の終わり e－lei－son (lei
は１つの音節として記され歌われていた) も同様である｡ さらに写本の歌詞は
Kyrie eleisonと１回しか記されていないが, キリスト教の ｢三位一体｣ という考
えに基づき, 習慣として必ず３回唱えられていた｡ つまり, Kyrie eleison, Kyrie







決める必要がある｡ この ｢KYRIE｣ の冒頭部分は, 休符から休符までの１フレー
ズを１単語ずつに分けることが出来た｡ 具体的に記すと, 歌詞１回目の Kyrieに
10音符を割り振り, eleison. に13音符, ２回目の Kyrieに５音符 eleison. に12音






さらに, 他のパートとの関係に留意した｡ 特に, ポリフォニー作品の特徴であ
る立体的な旋律の組み合わせが際立つようにするには, どのように歌詞を割り振
るのが最も適当であるか検討した｡ オケゲムの作品では, 後世のパレストリーナ












その結果､［譜４］のようになった｡ 例えば, Edition Musica Budapest版 (８)
では２回目の eleison. が13小節目第１拍に記されているものを, 12小節目第２拍










この21音符に Kyrie eleison３回 計18音節を割り振ることは数的には可能である｡
しかし, 旋律線と歌詞の抑揚等を考え, 他のパートではオケゲムの特徴である長



















例えば, Yale University版 (８) と違う特徴を記す｡ Ｙ.Ｕ.版では, 11小節からの
アルトの歌詞が eleisonになっている｡ しかし, 私はその前のメリスマを長くし,
ここに Kyrieの歌詞を割り当てた｡ この事により, 10小節から始まるソプラノ
Kyrieの付点音符下行形で始まる旋律を, アルトが (音価は半分であるが) 同じ










当時の演奏の様子を描いた ｢奏楽図｣ (図１) がある｡ この図に見られるよう
に当時は大きな羊皮紙 (新聞紙を開いたぐらいの大きさ) に手書きで書かれた楽
譜１枚を演奏者全員で見て歌唱していた｡ 楽譜は, それぞれの位置で歌う人 (パー
ト) が見やすいように, 左上にソプラノ (Superius) 左下にバス (Bass) 右上に























上［譜８］が第１章 ｢KYRIE｣ の冒頭の約３分の１, 全曲の中のほんの数パーセ
ントである｡
２. ｢CREDO｣ の校訂






詞のように, ミサ曲全38行中の18行と, 全体の半分近くを占めている｡ これを前
述した第１章 ｢KYRIE｣ のようにメリスマを多用して作曲されると ｢CREDO｣
だけでも数十分もかかる｡ ｢CREDO｣ は元々長過ぎるため, しばしば演奏者 (司
祭や聖歌隊) にも聴衆 (ミサに出席した会衆) にも敬遠された｡ しかし, オケゲ
ムはこの長さをミサ (礼拝としての) の時に飽きさせないために様々な工夫をし
ている｡
まず, ｢KYRIE｣ のように長い長いメリスマはあまり使わない｡ 長くても３小
節くらいのメリスマが一部ある程度であり, １小節内に４音節を歌うところも多
く認められる｡ つまり, ｢CREDO｣ の歌詞18行が次々と唱えられ進んでいく事に
なる｡ そして, もう一つ工夫されている事は, ｢CREDO｣ の後半, 第11行 Et
resurrexit～ 以下13行末の～non erit finis. までと, 第14行 Et in Spiritum～以下
16行末の ～Ecclesiam. までが, 121小節から152小節にかけて同時進行している｡
つまり第11行からの Et resurrexit～ は外声 (ソプラノ・バス) が, 第14行からの




なる｡ しかし, 前項に記したように当時の羊皮紙に書かれた楽譜では, 左半分に
ソプラノとバス, 右半分にアルトとテノールが書かれていたので［奏楽図］のよ
うに並ぶと左半分の歌い手が第11行からの Et resurrexit～ を, 右半分の歌い手が
第14行からの Et in Spiritum～ をそれぞれ近くに並んだ者同士が２部のポリフォ
ニーを歌い, そのポリフォニーが２重に絡み合って歌われていた｡ そして153小
節より歌詞第17行 Confiteor unum～ 以下を４部のポリフォニーに戻って曲尾ま
で演奏する｡



















分がぬけていても歌うことができたはずである｡ また, その先の dexteramの部分

























新校訂の全曲初演は, 2006年５月20日 (土) ｢鳳混声合唱団 創立35周年記念
第10回演奏会｣ (鎌倉芸術館小ホール) にておこなわれた｡ 指揮者は校訂者本
人である｡
尚, 校訂後の各章は以下のようになった｡
KYRIE 57 小節 ４ ページ
GLORIA 155 小節 10 ページ
CREDO 177 小節 14 ページ
SANCTUS 159 小節 12 ページ















 	   
	   われら主をほめ 
主をたたえ､ 主をおがみ､主をあがめ､ 主の大いなる栄光のゆえに主に感謝したてまつる｡
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神なる主 天の主､ 全能の父なる神よ｡ 主なるおんひとり子､ イエズス・キリストよ｡







主のみ聖なり､ 主のみ王なり､ 主のみいと高し､ イエズス・キリストよ｡
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聖霊とともに､ 父なる神の栄光のうちに｡ アーメン｡




ミサ通常文はラテン語 (一部分のみギリシャ語) で書かれ, 以下の５章からなっ
ている｡ これをミサの時には礼拝の儀式と共に全て歌うものである｡ ミサ・ブレヴィ
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全能の父､ 天と地､ 見ゆるもの､ 見えざるもの､ すべての造りぬしを｡
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 聖書にありしごとく､ 三日目によみがえり､

























註(１) オケゲム (Johannes Ockeghem 1410頃～1497) は中世ルネサンス時代を代表する作
曲家・歌手である｡ 生年は不詳であるが, 1410年頃と思われる｡ 1451年頃からフラン
ス宮廷において30余年にわたり, ３代のフランス国王［シャルル７世 (1403～1461
即位 1422年)・ルイ11世 (1423～1483 即位 1461年)・シャルル８世 (1470～1499
即位 1483年) ］に仕え活躍し, 1497年に没した｡ その偉大さ故に, 彼の死に際して多
くの詩人・文人から ｢挽歌｣ が捧げられた｡ それは, ジョスカン・デ・プレ (Josquin
Desprez 1440頃～1521), ピエール・ド・ラ・リュ (Pierre de La Rue 1482～1485),
ロアゼ・コンペール (Loyset Compere 1445頃～1518) など多くの作曲家が彼を讃える
曲を書いている事などからも推察できる｡ 今日伝えられているオケゲムの作品は少な
いが, ミサをはじめとする宗教曲から世俗曲までその作品は多岐にわたっている｡ ポ
リフォニック (多声的) な宗教作品の特徴は, 各声部における一息で歌うのは生理的
に不可能な程息の長いメリスマ (注５) の旋律である｡ 尚, 彼の ｢レクイエム (作 14
80年頃)｣ は, 合唱による ｢レクイエム｣ として現存する最古の作品である｡
(２) 中世より古い時代から歌い継がれている ｢グレゴリオ聖歌｣ は多くの曲が演奏され
ているが, 作曲者が定かではないのでここでは除く｡
(３) G.マショー (Guillaume de Machaut) 1300頃～1377 フランスのアルスノヴァにお
ける最も重要な作曲家｡ 詩人・外交官としても活躍した｡ ｢ノートルダム・ミサ｣ が有
名であるが, 作品のほとんどは世俗曲である｡
(４) Ｊ.ダンスタブル (John Danstable) 1390頃～1453 15世紀前半において最も影響力
の強かった作曲家｡ 今日残っている約60曲の作品の大半は宗教曲である｡
(５) メリスマ (Melisma) 歌詞の１音節に数音以上をを付した旋律｡
(６) 様々な合唱団・合唱部で演奏されている曲を全て調査する術はないが, コンクール
において演奏された曲目の調査は可能である｡ 1996年以降の10年間に延べ１万数千団
体が参加している ｢全日本合唱コンクール｣ の演奏曲を調査した｡ オケゲムの曲が演
奏されたのは, 97年福島大会にて須賀川桐陽高校, 98年岩手県大会にて麻生一関高校が
いずれもミサ ｢シミノミネ｣ から ｢GLORIA｣ を, 同年東京大会にて日本債券銀行行
友会合唱団がミサ (曲名不明) より ｢KYRIE｣ を, 演奏した記録があるだけである｡












年代が不明であるが, このミサ ｢カプト｣ は比較的初期の作品と考えられている｡ 歌
詞は ｢ミサ通常文 (資料)｣ が使われている｡ この曲のカントゥス・フィルムス
(Cantus Firmus 定旋律) は何世紀にもわたって謎であった｡ しかし今は, 聖木曜日
(Dies viridium キリスト復活前の木曜日) に歌われるソールズベリー聖歌 (Salisbury
chant セイラム聖歌) のアンティフォナ (antiphona 交唱) ｢御父 (ペテロ) のもとに
来たりて (Venit ad Patrem)｣ の最終メリスマの ｢カプト (頭)｣ によることが判明し
ている｡ ソールズベリー聖歌とはイギリス南部のソールズベリー大聖堂で形成された
グレゴリオ聖歌の一支流である｡ このカントゥス・フィルムスをフランスの作曲家ギ
ヨ－ム・デュファイ (Guillaume Dufay 1400頃～1474) は最上声に置いて作曲してい
るが, オケゲムはバスパートに置き､長い音符で土台を築くかのように, 巧みな声部の





(８) Johannes Ockeghem (A.Ｊ.Planchart) 『MISSAE CAPUT (Collegium Musicum №５)』
Yale University 1964年
Johannes Ockeghem (H.G.Darvas) 『MISSAE CAPUT』 Edition Musica Budapest 1972年
(９) Edward Wickham 『JOHANNES OCKEGHEM』 (THE CLERKS’ GROUP)
(10) ムジカ・フィクタ (Musica Ficta) 中世・ルネサンス音楽において, 楽譜には記され
ていない半音階的な変化音のこと｡ 現代の演奏では, この変化音を楽譜の校訂や演奏
のさいに補わなければならない｡
(11) スイスからの出版譜は, ハンガリー版の表紙を変えただけで, 譜はまったくおなじで
あるのでこれは除く｡
(12) 全５章 ｢KYRIE｣ ｢GLORIA｣ ｢CREDO｣ ｢SANCTUS｣ ｢AGNUS DEI｣ の４パート
(Sop. Alt. Ten. Bass.) で演奏時間30分強｡
(13) 各章の題名は ｢GLORIA｣ のように ｢ ｣ 付きの大文字で記し, 歌詞は Gloriaのよ
うに頭文字は大文字､他は小文字で記す｡
(14) ｢GLORIA｣ の歌詞１行目は, 先唱者のみがミサの日時・目的に合わせて違う ｢グレ
ゴリオ聖歌｣ を歌うので楽譜には記されていない｡
(15) この写本が使われた当時は, 拍節音楽ができる以前の時代であるため, 小節線という
ものは存在しなかった｡
(16) ミサ・ブレヴィス (Missa Brevis) 小ミサ曲｡ 第３章 ｢CREDO｣ が省略されている
か, 全楽章をもっていても簡単な短めのミサ曲｡
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